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国立大学法人北見工業大学
「人を育て、科学技術を広め、

地域に輝き、未来を拓く」

手前：一号館、奥：総合研究棟 外観

２０１５．０５．２０

北海道価値創造パートナーシップ会議in網走

北⾒⼯業⼤学 有田敏彦 社会連携推進センター
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機械科学コース

機械知能・生体コース機械工学科

８０人程度

社会基盤コース

環境システムコース

社会環境
工学科

８０人程度

電気システムコース

電子情報通信コース

電気電子
工学科

８０人程度

知能デザインコース

情報メデイアコース
情報システム
工学科

６０人程度

環境化学コース

バイオ・食品コースバイオ環境
化学科
６０人程度

エコ材料コース
ナノ材料コース

マテリアル
工学科
５０人程度

機械・社会環境系

機械科学・知能・生
体、社会基盤・環境
システム

１６０人

情報電気
エレクトロニクス系

電気電子・通信、知
能デザイン・情報メ
ディア

１４０人

バイオ環境・
マテリアル系

環境・バイオ・食品、
エコ材料、ナノ材料

１１０人
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1年次 2年次 3年次入学時

卒論

卒論

卒論

卒論

卒論

卒論

4年次

マネジメント工学
プロジェクト

マネジメント工学
プロジェクト

マネジメント工学
プロジェクト

マネジメント工学コース

マネジメント工学コース

マネジメント工学コース

マネジメント工学
プロジェクト

マネジメント工学
プロジェクト

マネジメント工学
プロジェクト

マネジメント工学コース

マネジメント工学コース

マネジメント工学コース

社会・学生の
ニーズに対応

魅力ある
教育組織

コース制による
学科内容の明確化

学習意欲の向上

教員所属の
弾力的へ運用

教育力向上平成２２年度から医療工学専攻（博士課程）

機構の変更
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（平成27年4月）

基盤研究推進センター

環境・ｴﾈﾙｷﾞｰ研究推進ｾﾝﾀｰ

共同研究推進センター

応用研究推進センター

知的財産センター

機器分析センター

ものづくりセンター

社会連携推進センター

国際交流センター

基盤研究推進本部

産学官連携推進本部

研究支援本部

研究推進
機構

社会連携
推進機構
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北海道の積算寒度分布図
出展：S.Kinoshita,et.al,Natural Disaster Science,Vol.1,No.2,pp.1-9,1979

凍結の原因となる寒さを量的に示す値
冬期間の氷点下の日平均気温の積算値
北海道の平均積算寒度は７５０（℃・日）

北見は８００～１１００（℃・日）

北見は日本において最も寒い地域

北見

三菱
日野
マツダ
東京部品

日産、ボッシュ
デンソー、トーヨータイヤ
（日産ディーゼル ）

トヨタ
ホンダ
スズキ
横浜ゴム
住友ゴム

いすゞ

自動車は寒冷地仕様がグローバル

北緯45°

北緯４５°工学はグローバル

積算寒度（寒冷度の指標）

産学官連携推進協議会産学官連携推進協議会
との連携強化

連携体制の構築
金融機関と

連携体制の構築

企業誘致、地域再生
地域施策への提言
企業誘致、地域再生

札幌・東京サテライト
ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀ配置

域外イベントによる域外イベントによる
情報発信

卒業生、住民の応援
KITげんき会

卒業生、住民の応援

学内ベンチャー
連携による事業化

・農商工連携のモデル地区を目指して
・広域医療と防災を医工連携で！
・地域の特長を活かす事業化を！
・第一次産業の工業化を目指して！

社会連携推進センター

国際交流センター
研究協力課

［地域連携機能の一元化］

道東３大学連携
人材育成事業

地域ニーズに応え、地域発展に貢献
文部科学省

科学振興調整費による
人材育成事業採択

地域都市再生ビジョン
モデル地域に認定

社会連携推進センター内
インキュベーション 現在１社

地域貢献体制の充実・強化
経産局・網走支庁・管内公設試・管内市町村

連携推進員・協力員委嘱（１６市町村）

地域貢献体制の充実・強化
経産局・網走支庁・管内公設試・管内市町村

連携推進員・協力員委嘱（１６市町村）

社会連携推進機構

［大学連携］

［地元連携］

［包括連携］

［地域再生］

［サテライト］

［イベント］

［事業化］

［学外応援団］

北見工業大学の産学官連携の取組

経済産業省
製造業中核人材育成事業採択

北海道教育大学釧路校
（ｵﾎｰﾂｸｴﾈﾙｷﾞｰ環境教育研究会）
公立釧路大学(学生交流 SCAN)
釧路高専

東京農業大学
（生物産業学部）

旭川医科大学
旭川高専

帯広畜産大学

北見工業大学
日赤看護大学

●

●
●

● ●

人材育成事業

北見工業大
帯広畜産大
東京農業大

地域
特色

地域貢献
地域産業発展

地域特色ある
教育研究

北海道東部の
大学広域連携

広域連携の必要性
各大学とも
同じ状況

医工連携

北見工大
日赤看護大
旭川医大

支援部隊として大学間連携をしっかりと！

●

名寄市立大学
(工農教育事業)

hasegawa-r22aa
テキスト ボックス
資料３（有田敏彦様資料）
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中核人材像

難加工材等の溶接技術

を有する溶接技能者

工学的知識を有する

溶接施工管理技術者

産業界が求める

中核人材像

（WES取得）

・ＷＥＳ取得に必須条件
として求められる一定の
技術・技能を有する人材

・ステンレス鋼、非鉄金属等

難加工材の加工技術を有

する人材

・ＷＥＳ取得が可能な施工

及び管理に関する職務能

力を有する人材

・寒冷地対応型施工管理

技術を有する人材

・食品加工業に精通した施

工管理技術を有する人材

第一次産業の工業化と寒冷地対応技術に関連した
金属材料加工における中核人材の育成事業

経済産業省
製造業中核人材育成事業

ものづくり最後は職人

8

製品又は商品

市場調査

過去の
シーズ

意匠

公設試
シーズ

大学
シーズ

Old Tech

実証

Low Tech技術者
企画・設計

研
究
者
が
提
供

技能者

具現化

勘と経験

ものづくりは複合技術

商品

品質管理

概 要

地域の課題

①農業従事者の高齢化

②耕作放棄地の拡大

③建設業界の業績低迷・余剰人員の発生

地域産業振興のキーワード
・第一次産業関連の高付加価値化
・従来作物の高付加価値化
・新規作物の生産体制を強化
・健康食品、植物由来製品等の産業創出

地域産業振興計画：新北見市まちづくり計画（農林水産振興計画）

農業生産基盤の整備、農業担い手の育成・確保・定着、
農地利用集積、生産組織・集団の再編・強化、効率的農業生産体制強化

学
・
官
連
携
に
よ
る
地
域
再
生
支
援

新規作物の生産体制強化および高付加価値化
工学的・専門的知識に基づく新時代農業クリエーター育成

人材活躍の場について
・後継者不足等で農家戸数減
・国際化で大規模へ対応厳しい
・休耕地増加
・農業生産法人へ参入支援あり

建設業の意識調査結果
・道庁、網走支庁が調査
・新規分野進出へ約６０％検討中
・農業分野への業種転換に意欲的

農工連携で教育
・工学分野：北見工大、

・農学分野：東京農大、帯畜大
・実技研修：公設試等、農業団体

産学官連携で地域再生
・北見工大、東京農大、帯畜大等
・北見農試等公設試
・農業者を含む北見市産学官連携推進協議会

新時代工学的農業クリエーター人材創出プラン
北見工業大学・地域共同研究センター

課題・背景 事業実施方針と体制

文部科学省 科学技術振興調整費 「地域再生人材創出拠点形成」 新時代工学的農業クリエーター
人材創出プラン

Ｈ１８年から取り組み、ほぼＪＳＴにおける事
業体系を継続しつつ現在のカリキュラムを形成
している。
支援先一覧
Ｈ18～22 ＪＳＴ 科学技術振興調整費
Ｈ23 北見市
Ｈ24 オホーツク総合振興局

医農工連携で産業化

この本（国⽴⼤学 vol.30）でも宣伝
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ハーブティー～ティーバッグ製造
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Red it Beets シリーズ

1

「地域を彩る食物語」
～「食・健康」をテーマとする大学・公設試が北見に集合～

【参加機関】

■北見工業大学
■鹿児島大学
■帯広畜産大学
■長崎大学
■高知大学

■日本赤十字北海道看護大学
■名寄市立大学
■北海道立ｵﾎｰﾂｸ圏地域食品加
工技術ｾﾝﾀｰ
■科学技術振興機構

■弘前大学
■東京農業大学
■北海道大学

15

地域では学⽣の⼒は⼤きい

オホーツク管内に北見工大生、看護
大生の協力を得て、イベント参加

美山小学校にて
科学講座

産業祭りで
おもしろ科学塾

山の水族館
氷の共同研究

北見工大チーム
千人踊りに参加

農道空港を活かしたグライダー合宿
本学にも航空部、全国で70カ所？

（学生のアイディア）

1 18

おらが街をもう一度よく観よう！

馴れると「何も無い」になる！

羨まず、もっと誇り、自慢しよう！

大学、大学ブランド、学生も地域の
大きな力に！！


